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論　　文　　の　　要　　旨

　或種の複合ホヤではう群体特異性と呼ばれる自已1非自已の認識反応が存在する。本論文は里複

合ホヤ1イタボヤ類における群体特異性の発現機構の解明を目的としたものである。

　第一部ではライタボヤ類3種における種内及び種問での認識反応について争癒合実験法と血漿の

血管内注入法を用いて調べられた。その結果ライタボヤ類には冒少なくとも次の3段階の特異性発

現能が存在することが明らかになった。第1段階はラ被嚢表面における認識でありヨ被嚢表層の微

細構造に依存すると考えられる。第2段階はラ被嚢中拡散してきた非自已液性因子の認識でありヨ

搬pu豆豆ae外表面又はその近傍で認識が行われると推定された。第3段階はヨ血管内に侵入した非自

已成分の認識であり、血球と非自已血球の接触による認識とラ血球a双d／or液性因子と非自己液性因

子の問での認識の2つの機構の存在が示唆された。用いられた3種においてヨβo卿1桃∫ωZα桃が第

3段階のみをヨ丑卯伽細舳∫が第2と第3段階を害そして，月o卿ZZ0肋∫∫伽o6刎∫ゐが第五害第2、

第3段階の認識能をそれぞれ保持していることが示唆された。

　異種に対する認識能についてはラ従来全く報告がなかったが言用いた3種の間ではヨ各種が保持

している同種認識能と密接に関連した異種成分認識能が示された。即ちラ癒合実験からはヨ第2段

階の認識能を持つR卯伽伽舳∫とR∫伽o∂刎∫去∫のみにヨまた血漿の注入実験ではヨ3種全てに異種

液性因子の認識結果である非癒合反応（NFR）が認められた。このことは，同種と異種の非自己成

分の認識機構が同一であるかヨ極めて類似していることを示唆する。またラ種や認識段階等の違い
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にも拘らず同じ特徴を示すことから考えてヨNFRは非自已成分認識による二次的反応であると推論

された。

　第二部においては，NFRが非自己液性因子の認識によって誘起されることからラR∫伽oゴ㈱ゐの

血漿中に含まれるNFR誘導因子の物理1化学的性質が調べられた。この因子は五）非透析性ラ2）熱感

受性事3）二価金属イオン依存性事4）比較的大きな分子量で雪5）蛋白分解酵素（trypsin，protease）及

び舵岨a㎜1泌idaSe処理に耐陸であった。一方ラR∫伽o∂㈱云∫の血漿は短期間に容易にその群体特異性

を失ないヨ非特異的にNFRを誘導するようになる。従って、前述の性質が必ずしも群体特異的因子

に属さないかもしれないことからヨ特異的因子と非特異的因子との関係を一層明らかにしておく必

要が指摘された。

審　　査　　の　　要　　旨

　比較免疫学の分野でヨ最も興味ある問題の一つは、自已1非自已の認識機構の系統進化。特に脊

椎動物の免疫機構の起源についてである。このような観点からヨ系統上無脊椎動物と脊椎動物との

中問的位置にある原索動物のホヤにおける群体特異性に関する研究の意義は極めて大きい。

　著者はヨ幸いにも既知のものとは異なる群体特異性を示す新種遍o妙Z桃∫0α伽ゐを発見することに

よりヨイタボヤ類における3段階の群体特異性発現能を初めて提唱した。このことによりヨ群体特

異性の発現機構に対する新しい視点を提供すると共にラ従来全く報告のなかった異種群体に対する

認識反応の発見及びその機構の群体特異性との関連性を明らかにしたことはラ群体特異性の機構解

析に大きく寄与するものである。更にヨ血漿を用いた非癒合反応（NFR）誘導因子の物理1化学的

性質についての研究では，NFR誘導活性の特異性消失など未解決な点も多いがラ群体特異性につい

ての物質レベルでの初めてのアプローチでありヨ今後雪この分野の研究の基礎となるものでその意

義は極めて大きい。

　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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